　　　右京区役所会議室の右京区民等の使用に関する要綱

 （目的）
第１条　この要綱は、右京区内で地域活動する団体（以下「右京区民等」という。）の右京区役所会議室の使用に関して必要な事項を定める。

 （使用の範囲）
第２条　右京区長（以下「区長」という。）は、区役所の業務に支障のない範囲において、右京区民等が会議を行う場合に会議室の使用を承認する。

 （団体の登録）

第３条　会議室及びその付属設備を使用しようとする者は、会議室使用団体登録申請書（第１号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて申請を行い、区長の承認を受けなければならない。
1  別に定める構成員名簿又は団体の構成員が確認できる書類の写し
2  別に定める申立書又は団体の設立目的や活動内容等が確認できる団体規約等
の写し
２　登録を承認された団体（以下「登録団体」という。）は、承認を受けた内容に変更が生じたときは、新たに区長の承認を受けなければならない。
３　登録の有効期間は承認を受けた日から２年間とし、期間経過後は、第１項の規定に基づき新たに区長の承認を受けなければならない。
 （使用の承認等）
第４条　登録団体が会議室を使用しようとするときは、会議室使用承認申請書（第２号様式）により申請を行い、区長の承認を受けなければならない。

２　承認申請書の受付は、使用日の前３週間以内の期間とする。

３　申請者は、承認を受けた内容に変更が生じたときは、新たに区長の承認を受けなければならない。

４　区長は、必要があると認めるときは、会議資料等の提出を求めることができる。
５　区長は、会議室の利用状況を確認するために必要があると認めるときは、区長が指定する職員に会議室に立ち入るなど、必要な調査を行わせることができる。
６　区長は、会議室使用承認申請書を受理した際は、原則としてただちに使用の承認又は不承認を行う。
７　前項の承認は、地域力推進室における受付印の押印をもって行うものとする。
 （使用の不承認）
第５条　区長は、申請者の使用目的が、次の各号に該当するときは、使用を承認しない。
1  区役所の業務又は管理上支障があると認められるとき。

2  公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれがあると認められるとき。

3  政治活動又は宗教活動に利用されるおそれがあると認められるとき。

4  営利行為その他特定人の利益に供するおそれがあると認められるとき。

5  その他区長が不適当と認めるとき。

 （団体登録及び使用承認の取消し）
第６条　区長は、次の各号に該当するときは、団体の登録及び使用の承認を取り消すことができる。
　⑴  第３条及び第４条に基づく申請に虚偽があったとき。
　⑵  この要綱若しくは区役所職員の指示に違反したとき。
　⑶  災害その他の不可抗力の事由によって使用できなくなったとき。
　⑷  その他区長が特に必要と認めるとき。
 （使用日及び使用時間等）
第７条　区民等の会議室の使用を承認する日及び時間は、別表第１に定めるとおりとする。
２　同一団体による会議室の使用は、１箇月に２回までとする。
 （利用者の管理義務）
第８条　使用の承認を受けて会議室を利用する者（以下「利用者」という。）は、使用時間中その使用に係る会議室及び付属設備を、善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。

２　会議終了後、ただちに会場の後始末を徹底するとともに、区役所職員に報告し、確認を受けなければならない。

 （損害賠償）
第９条　利用者が使用期限を満了しても使用を終わらないとき、又は会議室若しくはその付属設備を破損し又は滅失したときは、利用者においてその損害を賠償しなければならない。

 （補則）
第10条　この要綱の実施に関し必要な事項は、区長が定める。　

　　  附　則　
　この要綱は、平成２０年９月１日から施行する。
　　  附　則　
　１　この改正は、平成２８年９月１日から施行する。
　２　従前の様式による用紙は、区長が認めるものに限り、当分の間、これを使用することができる。
附　則

　１　この改正は、令和７年７月１日から施行する。
　２　従前の様式による用紙は、区長が認めるものに限り、当分の間、これを使用することができる。

（別表第１）
	使用時間
	使用できない日

	午前９時から
午後９時まで
※１回の使用時間は４時間まで
	⑴  日曜日及び土曜日
⑵  国民の祝日に関する法律に規定する休日

⑶  １月２日から同月５日まで及び１２月２７日から同月３１日まで

⑷  公職選挙法に基づく選挙の告示日から開票日の翌日まで

⑸  その他区長が区役所の業務を行う上で、必要と認めるとき。


※　１２時から１３時までの使用及び開庁時間外の使用等については、別途担当者と相談すること。
※　使用時間には、鍵やマイク等の受渡し及び返却時間も含まれるため、必ず使用時間内での受取、返却を厳守すること。
